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敦
燈
所
見
韻
文
写
本
の
書
写
形
態
を
通
し
て
見
た
唐
五
代
の
一
文
妻
状
況

渋

谷

良B

誉

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
敦
燈
出
土
唐
・
五
代
写
本
に
は
、
詩
詞
、
俗
曲
を
は
じ
め
と
し
て
、
変
文
に
代
表
さ
れ
る
講
唱
文
学
、
釈
道
経
典
等
に
含
ま
れ

る
偏
頒
、
讃
文
、
陀
羅
尼
、
真
言
、
呪
文
な
ど
、
中
国
古
典
韻
文
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
が
見
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

韻
文
が
ど
の
く
ら
い
の
数
量
に
な
る
の
か
は
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
文
学
韻
文
を
最
も
多
く
収
め
る
任
二
北
『
敦
短
歌
辞
総
編
』
（
以

下
『
歌
辞
総
編
』
と
略
称
）
に
は
一
三
O
O
余
種
を
数
え
る
が
、
講
唱
文
学
お
よ
び
大
多
数
を
占
め
る
宗
教
文
献
に
含
ま
れ
る
韻
文
を
加
え

る
と
数
千
か
ら
万
を
下
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
全
貌
が
姿
を
現
す
に
は
い
ま
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
敦
燈
韻

文
写
本
の
基
礎
研
究
の
一
環
と
し
て
、
文
学
文
献
を
中
心
に
書
写
形
態
の
初
歩
的
調
査
お
よ
び
若
干
の
分
析
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。



敦
燈
写
本
に
現
れ
る
韻
文
を
烏
轍
す
る
と
、

分
段
と
不
分
段
の
相
違
が
顕
著
で
あ
る
。
分
段
と
は
、
一
段
ご

そ
の
書
写
形
態
に
お
い
て
、

と
に
句
を
分
け
て
記
す
形
式
で
あ
る
。
図
版
2

（
図
版
は
末
尾
に
付
し
て
あ
る
。
以
下
同
）
は
七
言
二
段
、
図
版
4

は
中
央
に
や
や
見
に
く

い
か
も
し
れ
な
い
が
五
言
句
が
、
左
側
に
は
七
言
句
が
見
え
る
が
、

い
ず
れ
も
二
段
な
い
し
は
三
段
に
、
き
れ
い
に
段
を
分
け
て
書
写
さ
れ

て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
不
分
段
と
い
う
の
は
、
白
文
、

ベ
タ
と
い
わ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
図
版1
は
い
わ
ゆ
る
〔
唐
人
選
唐
詩
〕

韻
文
の
形
式
で
は
斉
言
体
、
雑
言
体
と
も
に
録
さ
れ
て
い
る
。
詩
題
、
作
者
名
は
段
を
分
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
ま
っ
た
く
分
段
し
な
い
、
白
文
で
書
写
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
本
稿
は
、
こ
の
分
段
と
不
分
段
の
相
違
に
着
目
し
た
調
査
報
告
で

あ
る
。ま

ず
、
全
体
に
つ
い
て
凡
例
を
示
す
。

1

）
調
査
対
象
は

ペ
リ
オ
蒐
集
敦
燈
出
土
文
献
に
現
れ
た
韻
文
で
あ
る
。
写
本
中
に
韻
文
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
未
確
認

ス
タ
イ
ン
、

あ
る
い
は
欠
損
等
に
よ
っ
て
作
品
の
見
出
せ
な
い
も
の
は
省
い
た
。

（2
）
調
査
対
象
と
な
る
韻
文
を
、
内
容
と
形
式
に
基
づ
い
て
以
下
の
項
目
に
分
類
し
た
。

ー
、
詩
文
類
（
含
斉
言
体
、
雑
言
体
、
斉
雑
混
治
体
）

H

、
俗
曲
類

（
甲
）
宗
教
類

（
乙
）
世
俗
類

で
、
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各
々
に
つ
い
て

（
イ
）
斉
言
体
、（
ロ
）
雑
言
体

m
、
講
唱
類

（
甲
）
講
経
文
類

（
乙
）
変
文
類

（
丙
）
押
座
文
類

（
丁
）
そ
の
他

w
、
詩
讃
（
経
典
）
類

（
甲
）
仏
教
類

（3
）
作
品
名
に
つ
い
て
、
『

』
は
真
題

〕
は
擬
題
を
示
す
。
「
文
選
」
等
、
通
行
し
て
い
る
書
名
に
つ
い
て
は
通
行
題
を
用
い
た
。

（
乙
）
道
教
類

俗
曲
に
つ
い
て
、
［
］
は
曲
牌
、
（
）
は
『
歌
辞
総
編
』
に
よ
る
比
定
曲
名
を
示
す
。

（4
）
題
目
の
後
の
点
数
は
、
調
査
対
象
写
本
の
数
を
示
す
。
表
示
の
な
い
も
の
は
該
当
写
本
一
点
の
み
の
も
の
で
あ
る
。
同
一
作
品
名
で

異
同
の
認
め
ら
れ
る
複
数
の
写
本
の
存
す
る
も
の
、
お
よ
び
俗
曲
類
は
零
細
な
写
本
が
多
い
の
で
一
篇
ご
と
に
所
収
編
号
を
付
し
た
。
編

号
の
頭
の
S

は
ス
タ
イ
ン

P

は
ペ
リ
オ
を
示
す
。

（5
）
図
版
に
は
所
収
編
号
お
よ
び
該
当
部
分
に
つ
い
て
、
若
干
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
R

は
紙
表
、
V
は
紙
背
、
そ
の
後
の
数
字
は
記
載

順
位
を
示
す
。



国

詩
文
類
。
内
容
に
よ
る
分
類
で
、
漢
民
族
の
伝
統
的
正
統
文
学
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
、
古
体
、
近
体
、
楽
府
等

が
含
ま
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
斉
言
体
、
雑
言
体
と
い
っ
た
様
々
な
形
式
を
網
羅
す
る
が
、
こ
こ
で
は
形
式
面
か
ら
の
類
別
を
設
け
て
い
な

い
。
そ
れ
は
斉
言
体
、
雑
言
体
と
も
に
、
ひ
と
し
く
不
分
段
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

①
分
段
、
な
し
。

②
不
分
段「

毛
詩
」
（
毛
詩
故
訓
伝
、一
O
点
）
、
「
毛
詩
」
（
毛
詩
定
本
、
三
点
）
、
「
文
選
」
（
一
五
点
）
、
「
玉
台
新
詠
」
、
「
珠
詠
集
」
（
珠
詠
学
士
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集
、
二
点
）
、
（
唐
人
選
唐
詩
〕
（
1

）
P

二
五
六
七
（
附
P

二
五
五
二
）
、
〔
唐
人
選
唐
詩
〕
（2
）
P

二
五
五
五
、
〔
唐
人
選
唐
詩
〕
（3
）

P

三
六
一
九
、
〔
唐
人
選
唐
詩
〕
（4
）
P

三
九
六
七
、
〔
唐
人
選
唐
詩
〕
（5
）
P

五
O
O
七
、
〔
唐
人
選
唐
詩
〕
（6
）
S
O
五
五
五
、

「
李
矯
雑
詠
詩
」
（
二
点
）
、
「
高
適
詩
集
」
（
二
点
）
、
「
王
党
志
詩
集
」
（
二
七
点
）
、
「
白
香
山
詩
集
」
、
「
心
海
集
」
（
供
名
）
、
「
渉
道
詩
」

（
李
朔
撰
）
、
「
古
賢
集
」
（
侠
名
詠
史
長
編
詩
、
三
点
）
、
「
秦
婦
吟
」
（
章
荘
撰
、

八
点
）

【
挙
例
】

［
図
版1
］
第
一
首
、
（
録
文
は
校
勘
を
経
た
も
の
を
掲
げ
る
。
以
下
同
）

（
李
白

江
上
之
山
戴
秋
作

治
霞
臥
奮
整
、
散
髪
謝
遠
遊
。
山
蝉
競
枯
桑
、
始
復
知
天
秋
。
朔
鴻
別
海
育
、
越
燕
僻
江
棲
。
城
楓
風
巻
沙
、で
で
霧
紫
洲
。
黄
雲
結



暮
色
、
白
水
楊
寒
流
。
感
激
心
自
傷
、
援
涙
難
牧
。
一
衡
蘭
方
粛
彦
、
長
歎
令
人
愁
。

図
版
1

は
い
わ
ゆ
る
〔
唐
人
選
唐
詩
〕
で
あ
る
が
、
詩
題
、
作
者
名
、

一
篇
あ
る
い
は
一
首
ご
と
に
段
落
を
分
け
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
ほ
か
に
、
段
落
の
分
け
て
な
い
全
く
の
ベ
タ
や

一
篇
ご
と
に
空
格
を
設
け
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
書
写
形
式
に
若
干
の
異

同
が
あ
る
が
、
本
文
の
部
分
は
い
ず
れ
も
不
分
段
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
詩
文
類
写
本
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
特
徴
は
敦
燈
以
外
の
、
例
え
ば
日
本
に
将
来
き
れ
た
韻
文
写
本
と
も
形
式
を
一
に
し
て
お
り
、
敦
健
写
本
独
自
の
現
象
で
は
な
い
。

ま
た
、
時
代
が
降
っ
て
刊
本
が
登
場
し
て
も
、
版
式
は
不
分
段
が
主
流
で
あ
る
か
ら
、
漢
文
古
代
文
献
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
一
般
的
な
形

式
と
言
え
よ
う
。
詩
文
類
が
不
分
段
と
い
う
の
は
正
し
く
漢
民
族
の
伝
統
文
化
を
反
映
し
て
お
り
、
敦
燈
と
い
う
辺
境
の
一
地
方
都
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

固

俗
曲
類
。
敦
短
文
学
で
は
一
般
に
曲
子
詞
と
称
さ
れ
る
が
、
曲
子
詞
よ
り
広
い
範
囲
を
対
象
と
す
る
の
で
、よ
り
普
遍
的
な
名
称
で

あ
る
俗
曲
を
用
い
た
。
調
査
対
象
は
『
歌
辞
総
編
』
収
録
の
ス
タ
イ
ン
、

ペ
リ
オ
本
で
あ
る
。
本
書
は
校
勘
を
は
じ
め
と
し
て
、
種
々
の
点

で
問
題
を
存
す
る
が
、
現
時
点
で
は
、
最
も
多
数
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
、
曲
牌
の
欠
落
し
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
考
証
を
行
っ
て

曲
名
を
比
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
暫
時
利
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
内
容
の
類
別
と
し
て
、
宗
教
と
世
俗
の
二
分
類
、
形
式
面
で
は
、

斉
言
体
と
雑
言
体
の
区
別
を
設
定
し
た
。
こ
の
分
類
を
設
け
た
の
は
、
分
段
、
不
分
段
の
対
立
が
、
内
容
に
お
い
て
は
宗
教
と
世
俗
、
形
式

に
お
い
て
は
斉
言
と
雑
言
の
差
異
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
に
基
づ
く
た
め
で
あ
る
。
宗
教
類
と
は
、
偏
領
、
讃
文
、

願
文
、
呪
文
な
ど
の
宗
教
韻
文
に
、
俗
曲
を
援
用
し
た
も
の
を
中
心
と
し
て
、
比
較
的
宗
教
色
の
濃
い
作
品
を
指
す
。
世
俗
類
は
逆
に
宗
教

色
の
薄
い
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
不
分
段
は
ま
っ
た
く
の
べ
夕
、

白
文
の
ほ
か
に
、
句
読
が
切
つ
で
あ
っ
た
り
、

一
首
毎
あ
る
い
は
篇
に
分



っ
て
読
み
や
す
く
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
出
き
れ
た
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
が
、と
り

あ
え
ず
別
項
に
帰
納
し
た
。

①
分
段（

甲
）
宗
教
類

（
イ
）
斉
言
体

（
化
生
子
〕
P

二
二
一
二
、
［
皇
帝
感
］P
二
七
二
一
、
［
百
歳
篇
］P
二
八
四
七
、
［
五
更
転
］P
二
九
六
三
、
［
失
調
名
］P
二
二

二
O

〔
化
生
子
〕
P

三
二
一
O

〔
長
安
辞
〕P
三
六
四
四

（
二
篇
）
、［
百
歳
篇
］P
三
八
二
一
、
［
失
調
名
］P
四
五
九
七
、

十

-336-

空
讃
〕
P

四
六
O
八

［
失
調
名
］P
四
六
二
五

〔
十
種
縁
〕S
O

一
一
工
ハ
〔
証
無
為
〕S
O

二
一
六

〔
十
種
縁
）S
二
二
O
四

〔
十
無
常
〕S
二
二
O
四

［
十
二
時
］S
二
六
七
九
、
［
失
調
名
］S
四
O
一
二
九
、
［
失
調
名
］
S

五
四
七
三
、
［
失
調
名
］S
五
五

三
九
、
〔
十
空
讃
〕S
五
五
三
九
、

〔
長
安
辞
〕S
五
五
四
O

（
ロ
）
雑
言
体

［
十
二
時
］P
二
O
五
四
、
〔
出
家
楽
〕
P

二
O
六
六

［
帰
去
来
］P
二
O
六
六
、
〔
三
冬
門
〕P
二
一
O
七
、
〔
千
門
化
〕P
二

一
O
七
、
［
帰
去
来
］P
二
二
五
O

、

〔
駆
催
老
〕
P

二
三
O
五
、
〔
無
常
取
〕P
二
三
O
五
、
（
愚
痴
意
〕P
二
三
O
五
、
〔
為
大
患
〕

P

二
三
O
五
、
〔
無
厭
足
〕P
二
三
O
五
、
（
先
紙
備
）P
二
三
O
五
、
〔
拠
暗
号
〕P
二
三
O
五
、
（
無
如
匹
〕P
一
二
一
二
九
、
［
失
調

名
］
S

二
四
一
八
（
四
篇
）
、
［
五
更
転
］p
二
四
八
三
、
［
十
二
時
］P
二
七
一
四
、
［
五
更
転
］p
三
O
六
一
、
［
五
更
転
］P
三
O

八
七

［
十
二
時
］P
三
二
八
六

［
帰
去
来
］P
三
三
七
三
、
［
十
二
時
］p
三
六
O
四
、
（
十
種
縁
〕S
O

一
一
二
ハ
〔
証
無
為
〕S



O

一
二
六

道
歌
〕
S

一
二
六
五

〔
十
無
常
〕S
O

一
二
六

［
取
性
遊
］S
五
六
九

〔
十
無
常
〕S
二
二
O
四
、

［
失
調
名
］S

一
四
九
七

（
乙
）
世
俗
類 ［

望
月
婆
羅
門
］S
四
五
七
八

〔
最
上
乗
〕S
五
六
九

［
蘇
莫
遮
］S
二
九
八
五
、

［
望
月
婆
羅
門
］S

一
五
八
九

［
蘇
莫
遮
］S
四
O

二
一
、

［
蘇
莫
遮
〕S
二
O
八
O

（
十
恩
徳
）S
四
四
三
八
、

（
イ
）
斉
言
体

（
ロ
）
雑
言
体

［
百
歳
篇
］S

一
O
三
O

、

［
菩
薩
蛮
］

②
不
分
段

（
甲
）
宗
教
類

（
イ
）
斉
言
体

〔
十
空
讃
〕

P

三
三
三
三
、

九
二
（
『
五
台
山
讃
』
）
、

P

三
八
二
四
、［

失
調
名
］S
五
四
五
六
（
「
五
台
山
讃
』
）

［
失
調
名
］S

一
九
四
七
、

［
失
調
名
］S
五
四
八
七

（
『
五
台
山
讃
』
）

（
ロ
）
雑
言
体

〔
悉
曇
頒
〕
P

二
二
O
四
、

〔
三
冬
雪
〕

［
皇
帝
感
］S
五
七
八
O

〔
山
僧
歌
〕S
五
六
九

〔
証
無
為
）

〔
悉
曇
頒
〕 S

一
五
二
三
、

P

二
二
二
一
、

S

五
五
七
二

［
取
性
遊
］S
五
六
九

（
二
篇
）

［
十
二
時
］P
二
六

［
失
調
名
］S
六
六

〔
易
易
歌
〕S
三
O

二
ハ

［
高
興
歌
］P
二
六

証

［
五
更
転
］S
六
六

［
失
調
名
］S
四
四

［
望
月
婆
羅
門
］p 



二
七
O
二
、
［
十
二
時
］P
二
七
三
四
、
（
悉
曇
頒
〕P
三
O
九
九
、

［
十
二
時
］P
一
一
一
二
三
、
［
十
二
時
］
P

一
一
一
一
二
ハ
、［失
調
名
］

P

三
二
四

［
謁
金
門
］p

〔
証
道
歌
〕P
三
三
六
O

［
失
調
名
］p
三
四
O
九
、
［
行
路
難
］p
三
四
O
九
、
〔
十
恩

徳
〕
P

三
四
一
一
、
［
十
二
時
］P
三
八
二
一
、
［
蘇
莫
遮
］S
O
四
六
七
、
［
失
調
名
］S

一
O
七
三
、
〔
証
無
為
〕S
二
二
O
四
、

（
援
禅
関
〕S
二
二
O
四

［
十
二
時
］S
二
六
七
九

［
五
更
転
］S
二
六
七
九
（
二
篇
）
、［
失
調
名
］S
四
O
三
七
（
二
篇
）
、
無

相
珠
〕
S

四
二
四
三
、
〔
三
帰
依
〕S
四
三
O
O

、

（
三
帰
依
〕S
四
五
O
八
、
［
五
更
転
］S
四
六
五
四
（
二
篇
）

［
失
調
名
］S
四

ム
ハ
ム
ハ
［
失
調
名
］S
五
四
五
七

［
失
調
名
］S
五
五
五
七
、
［
十
二
時
］S
五
五
六
七
（
三
篇
）

〔
求
因
果
〕S
五
五
八
八
（
六

篇
）

〔
十
思
徳
〕S
五
六
八
七

［
失
調
名
］S
五
九
七
七
、
［
五
更
転
］S
六
O
七
七
、
［
五
更
転
］S
六
O
八
三
（
二
篇
）
、
〔
十
恩

徳
〕
S

六
二
七
四

（
乙
）
世
俗
類

（
イ
）
斉
言
体

［
失
調
名
］p
二
五
五
五
（
本
参
『
糞
国
夫
人
歌
辞
』
）
、［
破
陣
楽
］p
三
六
一
九
、
［
失
調
名
］P
三
七
O
二
、
［
十
二
月
］P
三
八

一
一
一、

［
百
歳
篇
］P
三
八
二
一
（
三
篇
）
、
［
水
鼓
子
］S
六
一
七

（
ロ
）
雑
言
体

『
畢
一
宮
謡
集
』

S

一
一
四
一
・

P

二
八
三
八
、
［
臨
仙
子
］P
二
五
O
六

［
春
光
好
］P
二
五
O
六

［
酒
泉
子
］P
二
五
O
六

献

忠
心
］
P

二
五
O
六

〔
杖
前
飛
〕P
二
五
四
四

［
高
興
歌
］p
二
五
四
四

［
高
輿
歌
］P
二
五
五
五
（
五
七
言
情
詞
）
、［
十
二
時
］

P

二
五
六
四

［
定
西
藩
］p
二
六
四

［
越
思
人
］P
二
七
四
八
（
二
篇
）
、
［
怨
春
閏
］P
二
七
四
八
、
［
望
江
南
］P
二
八
O
九

（
四
篇
）
、［
酒
泉
子
］P
二
八
O
九
、
［
楊
柳
子
］P
二
八
O
九
、

［
祷
練
子
］P
二
八
O
九
、
［
五
更
転
］P
二
九
七
六

［
定
風
波
］



P

三
O
九
三
、
［
長
夜
雨
］p
三
一
一
二
二
（
二
篇
）
、
［
涜
渓
沙
］
P

二
二
二
八
（
六
篇
）
、
［
菩
薩
蛮
］
p

コ
二
二
八
（
二
篇
）
、
［
望
江

南
］
P

二
二
二
八
（
四
篇
）
、
［
感
皇
思
〕p
コ
二
二
八
、
［
臨
江
仙
］p
＝
二
三
七
、
［
南
歌
子
］p
＝
二
三
七
、
［
捧
練
子
］P
三
三

一
九
、
［
失
調
名
］P
三
三
六
O

、

［
蘇
莫
遮
］P
三
三
六
O

、

［
失
調
名
］P
一
一
一
六
一
九
、［失
調
名
］P
三
七
O
六
、
［
捧
練
子
］p

三
七
一
八
、
［
失
調
名
］p
三
八
一
二
、

［
高
輿
歌
］p
三
八
二
一
、
［
胡
筋
十
八
拍
又
一
拍
］P
三
八
一
二
、
［
生
査
子
］p
三
八
二

（
二
篇
）
［
謁
金
門
］p
三
八

（
二
篇
）
、［
蘇
莫
遮
］P
三
八
二
一
、
［
定
風
波
］p
三
八
二
一
、
［
感
皇
恩
］p
三
八
二
一
、

［
十
二
時
］P
三
八
二
一

（
四
篇
）
、［
南
歌
子
］P
三
八
三
六
（
四
篇
）
、
［
望
江
南
］P
三
九
一
一

（
四
篇
）
、［
失
調
名
］P
三
九

一

一
、

［
構
練
子
］P
三
九
一
一
、

［
鵠
踏
枝
］p
四
O

一
七
、
［
長
相
思
］P
四
O

一
七
、
［
涜
渓
沙
］P
四
六
九
二
、
［
望
遠
行
］p

四
六
九
二
、
［
高
輿
歌
］P
四
九
九
三
、

［
木
蘭
歌
］S
O
三
二
九
、
［
失
調
名
］S
O
三
二
九
（
三
篇
）
、
［
失
調
名
］
S

一
O
四
O

、
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［
五
更
転
］S

一
四
九
七
、
［
失
調
名
］S
一
二
O
四
、
［
別
仙
子
］S
四
三
三
二
、
［
菩
薩
蛮
］S
四
三
三
二
、
［
酒
泉
子
］S
四
三

一一一一
一、

［
謁
金
門
］S
四
三
五
九
、
［
失
調
名
］S
四
五
O
八
、
［
山
花
子
］S
五
五
四
O

③
不
分
段
（
2

）
（
分
篇
、
分
首
、
句
読
等
の
認
め
ら
れ
る
も
の
）

（
甲
）
宗
教
類

（
イ
）
斉
言
体

〔
十
倍
辞
〕P
二
六
O

〔
孝
順
楽
〕P
二
八
四
三
、
［
五
更
転
］P
二
九
八
四
、
［
百
歳
篇
］S
二
九
四
七
、
［
五
更
転
］S
三
O

一
七
、
［
五
更
転
］S
四
一
七
三
、
［
百
歳
篇
］S
五
五
四
九
、
［
五
更
転
］S
五
九
九
六
、
［
失
調
名
〕
S

六
九
二
三

（
ロ
）
雑
言
体



［
五
更
転
］P
二
二
七
O

、

［
十
二
時
］P
二
八
一
三
、
〔
十
恩
徳
〕P
二
八
四
三
、
［
十
二
時
］P
二
九
一
八
、
［
十
二
時
］P
二
九

四
三
、
［
失
調
名
］P
二
九
五
三
（
二
篇
）
、
〔
証
無
果
）
P

三
O
六
五
、
［
五
更
転
］p
三
O
六
五
、
［
悉
曇
頒
］P
三
O
八
二
、
［
五

更
転
兼
十
二
時
］
P

二
二
四
て

〔
十
恩
徳
〕S
O

二
八
九
、
［
十
二
時
］S
O
四
二
七
、
［
五
更
転
兼
十
二
時
］S
二
四
五
四
、
［
失

調
名
］
S

三
O

一
七
、
［
行
路
難
］S
三
O

一
七
、
［
失
調
名
］S
四
二
七
七

（
五
七
言
禅
詩
）
、S
四
二
七
七
、
［
失
調
名
］S
四
三

。

［
五
更
転
］S
四
六
三
四

〔
十
思
徳
〕S
五
五
六
四

〔
十
恩
徳
〕S
五
五
九
一
、
〔
十
思
徳
〕S
五
六
O

〔
証
道
歌
〕S

六
0
0
0

、

［
行
路
難
］S
六
O
四
二
、
［
失
調
名
］S
六
九
二
三
、
［
五
更
転
］S
六
九

（
乙
）
世
俗
類

（
イ
）
斉
言
体

［
百
歳
篇
］P
二
二
六
八

［
泥
龍
船
］P
三
二
七

［
楽
世
辞
］P
三
二
七
一
、
［
水
調
辞
］P
三
二
七
一
、
［
何
満
子
辞
］P
三
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二
七
一
、
（
歌
楽
還
郷
）S
O

二
八
九
、
［
失
調
名
］S
O
二
八
九
、
［
皇
帝
感
］S
O
二
八
九
（
二
篇
）
、［
百
歳
篇
］S
二
九
四
七
（
二

篇
）

［
百
歳
篇
］S
五
五
四
九
（
二
篇
）

［
十
二
月
］S
六
二
O
八

［
泥
龍
船
］S
六
五
三
七
、
［
楽
世
辞
］S
六
五
三
七
、
［
水
調

辞
］
S

六
五
三
七

（
二
篇
）
、［
何
満
子
辞
］S
六
五
三
七

［
剣
器
辞
］S
六
五
三
七

（
ロ
）
雑
言
体

［
十
二
時
］p
二
九
五
二
（
二
篇
）
、
［
菩
薩
蛮
］p
三
二
五
一

（
四
篇
）
、
『
雲
謡
集
』
p

三
二
五
一
、
［
水
調
辞
〕P
三
二
七
一
、

鄭

郎
子
辞
〕
P

三
二
七

［
楽
世
辞
］P
三
二
七
一
、

［
阿
曹
婆
辞
］P
三
二
七
一
、
［
闘
百
草
辞
］p
三
二
七
一
、
［
百
歳
篇
］P
三

一
一
一
六
（
二
篇
）
、［
南
歌
子
］p
三
八
三
六

［
更
漏
長
］P
三
九
九
四
、
［
更
漏
子
］p
三
九
九
四
、
［
菩
薩
蛮
］P
三
九
九
四
（
二

篇
）
、
［
虞
美
人
］P
三
九
九
四
、

［
百
歳
篇
］S

一
五
八
八
（
二
篇
）
、
〔
杖
前
飛
〕S
二
O
四
九

［
高
興
歌
］S
二
O
四
九

［
五
更



転
兼
十
二
時
］
S

二
四
五
四
、
〔
捧
衣
声
〕
S

二
六
O
七
、
〔
｛
呂
怨
春
〕
S

二
六
O
七
、
（
再
相
逢
〕S
二
六
O
七
、
［
臨
江
仙
］S
二

六
O
七
（
二
篇
）
、
［
涜
渓
沙
〕
S

二
六
O
七
（
四
篇
）

［
菩
薩
蛮
］S
二
六
O
七
（
五
篇
）
、
［
失
調
名
］
S

二
六
O
七
（
六
篇
）
、
［
賛

普
子
］
S

二
六
O
七
、
［
献
忠
心
］S
二
六
O
七
（
二
篇
）
、
［
西
江
月
］S
二
六
O
七
、
［
十
二
時
］S
四
二
一
九
、
［
望
江
南
］S
五

五
五
六
（
三
篇
）
、
〔
定
乾
坤
）S
五
六
四
三
（
二
篇
）
、
［
送
征
衣
］S
五
六
四
三
、
〔
紅
娘
子
〕
S

五
六
四
三
、
〔
失
調
名
］S
五
八

五
二
、
・
［
鄭
郎
子
辞
］
S

六
五
三
七
、
［
楽
世
辞
］S
六
五
三
七
、
［
阿
曹
婆
辞
］S
六
五
三
七
、
［
闘
百
草
辞
］S
六
五
三
七

【
挙
例
｝

［
図
版2
〕
二
行
め
よ
り

［
化
生
子
〕
（
化
生
子
讃
）
第
二
首
、
第
三
首

化
生
童
子
梯
金
床
、
天
雨
天
花
動
地
香
、

更
有
諸
方
共
献
果
、
委
花
根
被
烏
街
将
。

化
生
童
子
食
天
厨
、
百
味
馨
香
各
自
殊
、

無
限
天
人
持
賓
器
、
瑠
璃
鉢
飯
似
異
珠
。

図
版
2

は
、
宗
教
類
・
斉
言
体
に
属
す
る
が
、
書
写
形
態
は
七
言
二
段
で
あ
る
。

［
図
版3
］
第
一
首

『
云
謡
集
雑
曲
子
』
［
思
蹄
雲
］
（
閤
怨
）

征
夫
数
載
、
薄
寄
他
邦
。
去
便
無
消
息
、
累
換
星
霜
。
月
下
愁
聴
砧
杵
、
擬
塞
雁
行
。
孤
眠
驚
帳
裏
、
柾
勢
魂
夢
、
夜
夜
飛
腐
。
想
君



薄
行
、
更
不
思
量
。
誰
鶏
侍
書
与
、
表
妾
哀
腸
。
侍
腸
無
言
垂
血
涙
、
闇
祝
三
光
。
万
般
無
那
慮
、一一
櫨
香
蓋
、又更
添
香
。

図
版
3

は
、
長
短
句
集
『
雲
謡
集
』
の
開
端
部
分
で
あ
る
。
『
普
一
宮
謡
集
』
は
、
周
知
の
よ
う
に
宗
教
色
の
薄
い
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
の
写
本
も
不
分
段
で
あ
る
。上の結果について、若干の出入はあるが、表に示すと次のようである。

雑体言 体斉百

分段不 分段 分 教宗類
段

分段不 分段不 世俗類

形
式
に
つ
い
て
、
斉
言
体
に
は
宗
教
と
世
俗
の
違
い
に
よ
る
書
写
形
態
の
区
別
が
は
っ
き
り
現
れ

て
い
る
。
雑
言
体
に
は
、
宗
教
、
世
俗
と
も
に
不
分
段
が
見
ら
れ
る
が
、
宗
教
類
に
は
、
分
段
写
本

も
か
な
り
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
面
で
は
、
宗
教
類
に
は
分
段
、
不
分
段
と
も
に
認
め

ら
れ
る
が
、
斉
言
体
に
は
不
分
段
が
認
め
ら
れ
な
い
。
世
俗
類
は
ほ
と
ん
ど
が
不
分
段
で
、
分
段
が

き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
特
徴
を
前
項
の
詩
文
類
に
対
照
し
て
み
る
と
、
斉
言
体
の
俗
曲
が
不
分
段
と
い
う
の
は
、
斉
言
体
が
多
数
を
占
め
る
詩
文
類
と
共
通

す
る
の
で
、
納
得
の
行
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
雑
言
体
も
不
分
段
で
あ
る
の
は
興
が
深
い
。一
般
に
中
国
文
学
で
は
、
雅
と
俗
、
す
な
わ
ち

士
大
夫
、
知
識
人
層
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
る
文
学
と
、
庶
民
、
民
衆
層
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
俗
文
学
と
い
う
対
立
構
造
で
把
握
さ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
雅
を
代
表
す
る
詩
文
類
が
不
分
段
と
い
う
の
は
正
し
く
士
大
夫
文
化
の
伝
統
の
反
映
と
い
え
る
。と
こ
ろ
が
俗
曲
と
称

す
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
通
俗
さ
ら
に
は
卑
俗
と
も
み
な
さ
れ
る
世
俗
類
俗
曲
の
写
本
と
詩
文
類
と
が
書
写
形
態
に
お
い
て
等
し

い
結
果
が
認
め
ら
れ
た
。
同
時
代
に
創
作
さ
れ
、
享
受
さ
れ
た
文
芸
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
（
唐
人
選
唐
詩
〕
と
『
雲
謡
集
』
は
、

内
容
は
世
俗
類
、
形
式
は
斉
雑
混
橘
と
、
同
じ
範
時
に
属
す
る
。
写
本
の
書
式
に
現
れ
た
特
徴
が
、
写
し
手
の
、ま
た
、
書
写
に
使
わ
れ
た

藍
本
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
作
者
の
認
識
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、
写
し
手
あ
る
い
は
遡
っ
て
作
者
の



意
識
に
お
い
て
、
こ
の
両
者
が
近
し
い
関
係
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
後
に
講
唱
類
と
併
せ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

回

講
唱
類
。
対
象
は
『
敦
燈
変
文
集
』
収
録
の
、
韻
文
を
含
む
作
品
で
あ
る
。
従
来
の
分
類
に
従
っ
て
、
（
甲
）
講
経
文
、
（
乙
）
押
座

文

（
丙
）
変
文
に
分
け
、
さ
ら
に
こ
の
分
類
に
属
し
な
い
、
講
唱
類
と
認
め
得
る
か
疑
問
の
存
す
る
作
品
に
つ
い
て
、
（
丁
）
そ
の
他
、と

い
う
項
目
を
設
け
た
。
敦
燈
出
土
講
唱
文
学
に
現
れ
る
韻
文
は
、
講
経
文
、
変
文
、
押
座
文
を
問
わ
ず
、
若
干
の
崎
零
句
（
破
格
）
を
除
け

ば
、
七
言
か
五
言
の
斉
言
体
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
形
式
面
の
分
類
は
特
に
設
け
て
い
な
い
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
俗
曲
類
の
分
類
に
照
ら

せ
ば
、
講
経
文
、
押
座
文
が
宗
教
類
、
変
文
は
宗
教
世
俗
混
合
類
で
あ
る
。
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①
分
段（

甲
）
講
経
文
類

『
長
輿
四
年
中
興
殿
応
制
節
講
経
文
』
、
『
双
恩
記
』
（
『
敦
燥
変
文
集
新
書
』
、
中
国
文
化
大
学
中
文
研
究
所
、
八
四
年
等
収
録
）
、
（
金

剛
般
若
波
羅
密
経
講
経
文
〕
、
〔
仏
説
阿
弥
陀
経
講
経
文
〕
（
1

）
、
〔
仏
説
阿
弥
陀
経
講
経
文
〕
（
2

）
、
〔
仏
説
阿
弥
陀
経
講
経
文
〕
（

3

）
、

（
妙
法
蓮
華
経
講
経
文
〕
（1
）
、
〔
維
摩
詰
経
講
経
文
〕
（2
）
、
〔
維
摩
詰
経
講
経
文
）
（3
）
、
〔
維
摩
詰
経
講
経
文
〕
（
4

）
、
〔
維
摩

詰
経
講
経
文
〕
（
5

）
、
〔
仏
説
観
弥
勅
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
講
経
文
〕
、
（
父
母
思
重
経
講
経
文
〕
（

1

）

（
乙
）
押
座
文
類

〔
押
座
文
〕P
コ
二
二
八
、
「
維
摩
詰
経
押
座
文
』
P

一
三
二
O

、

「
温
室
経
講
唱
押
座
文
』P
一
三
二
O
、
「
故
国
警
大
師
二
十
四
孝



押
座
文
』
（
二
点
）
、
『
左
街
僧
録
大
師
圧
座
文
』

（
丙
）
変
文
類

〔
王
昭
君
変
文
〕
、
〔
伍
子
育
変
文
〕
（
四
点
）
、
『
漢
将
王
陵
変
』
（
四
点
）
、
〔
張
義
潮
変
文
〕
、
〔
張
准
深
変
文
〕
、
『
捉
季
布
伝
文
』
（
八

点
）
、
「
季
布
詩
詠
』
、
『
太
子
成
道
経
』
（
三
点
）
、
〔
太
子
成
道
変
文
〕
、
「
破
魔
変
文
』
つ
百
…
）
、
『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
」

S

二

六
一
四
、
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
』
p

コ
二
O
七
、
『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
』
p

三
四
八
五
、
『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
』

P

四
九
八
八
、
『
頻
婆
裟
羅
王
后
宮
採
女
功
徳
意
供
養
塔
生
天
因
縁
変
』
（
二
点
）
、
「
歓
喜
国
王
縁
』
、
『
醜
女
縁
起
』

p

二
九
四
五
、

『
醜
女
縁
起
』p
三
五
九
二
、
「
秋
吟
』
、
〔
不
知
名
変
文
〕P
二
二
二
八
、
〔
不
知
名
変
文
〕
S

四
三
二
五
、
〔
董
永
変
文
〕

（
丁
）
そ
の
他

『
孔
子
項
託
相
問
書
』
P
三
八
八
三
、
〔
元
常
経
講
経
丸
円
）
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②
不
分
段

（
甲
）
講
経
文
類

〔
妙
法
蓮
華
経
講
経
文
〕
（2
）
、
〔
仏
説
阿
弥
陀
経
講
経
文
〕
（4
）
（
句
読
あ
り
）

（
乙
）
押
座
文
類

『
八
相
押
座
文
』
、
『
維
摩
経
押
座
文
』
S

一
四
四
一
、
『
維
摩
経
押
座
文
』P
二
二
一
二
、
「
押
座
文
』S
四
四
七
四

（
丙
）
変
文
類

『
降
魔
変
文
』S
四
三
九
八
、
『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
』
P

一
二
一
二
九
（
節
録
本
）
、
『
醜
女
変
文
』
S

四
五
一
一
、
『
醜
女
変
文
』



S

二
一
一
四
、
『
葉
浄
能
詩
』
（
断
句
あ
り
）

（
丁
）
そ
の
他

『
瞳
山
遠
公
話
』
、
『
孔
子
項
託
相
問
書
』
（
九
点
）
、
『
燕
子
賦
』
（

1

）
（
三
点
）
、
「
燕
子
賦
』
（
2

）
、
『
四
獣
因
縁
』
、
『
百
烏
名
』
（
二

占

【
挙
例
｝

［
図
版4
］
中
央
五
言
句

待
土
何
曾
遠
、
認
得
還
須
穎
、
都
来
即
応
尺
問
、
迷
心
終
不
見
、

見
了
只
在
心
、
心
了
海
方
現
、
莫
更
苦
尋
求
、
只
此
除
方
便
。

図
版
4

の
前
半
部
分
は
（
維
摩
詰
経
講
経
文
〕
で
あ
る
。
中
央
に
五
言
句
が
三
段
、
次
い
で
七
言
句
が
二
段
に
分
段
さ
れ
て
い
る
の
が
見

て
取
れ
る
。
講
経
文
に
含
ま
れ
る
韻
文
は
五
言
、
六
一
言
、
七
言
の
斉
言
体
が
中
心
で
あ
る
が
、
本
写
本
の
ご
と
く
二
段
な
い
し
は
三
段
に
分

段
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
た
、
〔
阿
弥
陀
経
講
経
文
）
等
に
は
雑
言
句
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
も
分
段
し
て
書
か
れ
る
か
ら
、
不
分
段

は
例
外
と
し
て
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

［
図
版5
］
二
行
目
よ
り

車
子
侍
告
報
書
蕃

各
自
排
兵
向
北
山

左
漫
蓋
着
黄
金
甲

右
半
紛
転
似
錦
圏

黄
羊
野
鳥
捻
槍
援

鹿
鹿
従
頭
喫
箭
穿

遠
指
白
雲
呼
且
住

聴
奴
一
曲
別
郷
関

妾
家
宮
苑
住
秦
川



直
属
金
河
夜
夢
連

図
版
5

は
、
世
俗
類
変
文
に
属
す
る
〔
王
昭
君
変
文
〕
で
あ
る
。
七
言
斉
言
体
で
、
三
段
、

南
望
長
安
路
幾
千

不
麿
玉
塞
朝
雲
断

四
段
に
き
れ
い
に
分
段
さ
れ
て
い
る
の
が
見

て
取
れ
る
。
変
文
類
は
、
宗
教
と
世
俗
と
を
問
わ
ず
、
こ
の
形
式
と
二
段
の
形
式
が
通
例
で
あ
る
。

宗
教
文
献
に
属
す
る
講
経
文
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
押
座
文
、
ま
た
「
目
連
変
文
」
等
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
色
の
濃
い
変
文
に
分
段
と

い
う
傾
向
が
現
れ
て
い
る
の
は
、
さ
き
に
俗
曲
類
で
挙
げ
た
宗
教
類
・
斉
言
体
の
項
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
世
俗
類
に
属
す

る
宗
教
色
の
薄
い
〔
王
昭
君
変
文
〕
や
〔
伍
子
育
変
文
〕
な
ど
が
分
段
と
い
う
現
象
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
世
俗
類
に
つ
い
て
は
、

俗
曲
と
変
文
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

(9
) 

講
唱
文
学
は
、
葉
徳
均
「
宋
元
明
講
唱
文
学
」
に
よ
っ
て
理
論
体
系
化
き
れ
て
以
来
、
韻
文
唱
詞
の
形
式
の
差
異
に
よ
っ
て
詩
讃
系
と
楽
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曲
系
に
大
別
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
詩
讃
系
の
唱
詞
は
斉
言
体
、
楽
曲
系
は
雑
言
体
で
あ
る
。
葉
氏
は
詩
讃
系
の
起
源
を
仏
典
に
含
ま

れ
る
詩
讃
に
求
め
、
講
唱
文
学
と
し
て
は
敦
燈
変
文
を
濫
脂
肪
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
楽
曲
系
は
宋
代
に
盛
行
す
る
詞
を
講
唱
に
導
入

し
た
も
の
よ
り
始
ま
る
と
い
う
の
が
、
大
ま
か
な
変
遷
過
程
と
し
て
説
か
れ
る
。
こ
の
理
論
は
講
唱
文
学
の
分
析
に
対
し
て
有
効
な
方
法
論

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
来
た
が
、
筆
者
は
従
来
、

こ
れ
に
対
し
て
い
さ
さ
か
疑
問
点
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
第
一
に
詩
讃
系
は
敦
煙
講
唱
文

学
に
始
ま
る
と
し
て
、

そ
の
次
に
登
場
す
る
の
は
元
代
詞
話
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、

こ
の
間
、
宋
代
と
い
う
空
白
期
間
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
宋
代
に
も
詩
讃
系
講
唱
の
痕
跡
が
若
干
認
め
ら
れ
る
が
、
宋
代
講
唱
の
主
流
は
先
述
し
た
よ
う
に
諸
宮
調
や
小
説
を
は
じ
め
と
す
る

楽
曲
系
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
芸
能
が
消
滅
し
、
再
度
復
活
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
敦
燈
講
唱
と
元
代
詞
話
の
聞
に
は
三0
0

年
余
り
に
及
ぶ
長
い
空
白
期
間
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
韻
文
の
形
式
が
近
似
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
両
者
を
結
び
つ
け
る
の

lま

い
さ
さ
か
根
拠
が
薄
弱
で
は
な
い
か
。
第
二
に

敦
煙
に
お
い
て
は
す
で
に
詞
の
前
身
で
あ
る
曲
子
詞
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思



わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
講
唱
に
ま
っ
た
く
影
響
を
与
え
て
い
な
い
、
少
な
く
と
も
現
存
資
料
に
よ
る
限
り
、
影
響
の
痕
跡
す
ら
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
何
故
か
、
ま
た
ど
う
し
て
宋
代
に
は
詞
が
講
唱
韻
文
の
主
流
と
な
っ
た
の
か
。

こ
の
二
つ
の
疑
問
点
に
対
し
て
、
分
段
、
不
分
段
と
い
う
書
写
形
式
の
特
徴
は
、
解
答
を
考
え
る
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
ず
、
詩
讃
系
講
唱
の
起
源
に
敦
燈
講
唱
を
位
置
づ
け
る
点
に
つ
い
て
、
敦
燈
講
唱
写
本
は
分
段
と
い
う
特
徴
が
き
わ
め
て
顕
著
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
敦
煙
の
み
な
ら
ず
、
写
本
と
刊
本
と
を
問
わ
ず
、

の
ち
の
詩
讃
系
文
学
全
般
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
い
ま
、
詳
述
す
る

暇
は
な
い
が
、
時
代
が
下
っ
て
南
宋
の
『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
や
元
明
詞
話
を
は
じ
め
、
｛
玉
巻
や
明
清
か
ら
現
代
ま
で
連
な
る
弾
詞
系
、

鼓
詞
系
の
講
唱
文
学
は

い
ず
れ
も
分
段
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
分
段
と
い
う
書
式
が
、
中
国
古
代
文
献
の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど
詩
讃
系
文
学

に
独
自
で
あ
る
と
い
う
事
実
ま
で
考
慮
す
る
と
、
分
段
と
い
う
特
徴
は
、
敦
燥
講
唱
と
元
明
詞
話
を
結
び
つ
け
る
一
つ
の
有
力
な
根
拠
と
な

（
叩
）

り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
雑
言
体
が
敦
燈
講
唱
に
現
れ
な
い
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
、

さ
き
に
俗
曲
類
で
少
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
分
段
、
不
分
段
を
作
者

あ
る
い
は
写
し
手
の
意
識
の
反
映
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
詩
文
類
と
世
俗
類
俗
曲
が
等
し
く
分
段
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
は
、
両

者
が
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
は
反
対
に
、
書
写
形
態
の
異
な
る
世
俗
類
俗
曲
と
講
唱

の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
敦
燈
講
唱
に
曲
子
詞
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
、

そ
の
隔
た
り
に
起
因
す
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
従
っ
て
、
詩
讃
系
講
唱
と
俗
曲
あ
る
い
は
楽
曲
系
講
唱
と
の
間
に
は
、
本
質
的
な
違
い
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
葉
氏
の
説
を
補
強
す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
分
段
は
次
の
詩
讃
（
経
典
）
類
で
見
る
ご
と
く
、
仏

典
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
文
献
に
き
わ
め
て
特
徴
的
な
形
式
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
敦
燈
講
唱
の
源
流
が
仏
教
な
ど
の
外
来
文

化
に
あ
る
と
い
う
説
を
裏
付
け
る
証
拠
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。



て
い
る
が
、

と
こ
ろ
で
、
不
分
段
は
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
「
そ
の
他
」
は
『
変
文
集
」
に
収
録
さ
れ

（
日
）

そ
の
体
例
に
著
し
く
問
題
を
存
す
る
作
品
が
少
な
く
な
い
。
い
ま
、
個
々
の
例
に
つ
い
て
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
が

変
文
や
講
経
文
と
異
な
る
書
写
形
態
で
あ
る
の
は

こ
れ
ら
の
作
品
が
講
唱
で
は
な
い
、
少
な
く
と
も
詩
讃
系
講
唱
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
分
段
、
不
分
段
の
特
徴
は
、
敦
煙
講
唱
の
分
類
、
実
態
の
解
明
に
、一
つ
の
有
力
な
手
掛
り
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

四

詩
讃
（
経
典
）
類

（
甲
）
仏
教
類

①
分
段『

御
注
金
剛
般
若
波
羅
密
経
宣
演
』
（
三
点

-348-

『
金
光
明
経
第
二
』p
四
五
O
六
、
『
仏
説
党
摩
諭
経
一
巻
』P
一
二
四
O
、
『
仏
地
経
』p
三
七
O
九
、
『
諸
経
要
集
』P
一
二
六
三
、

②
不
分
段
、
調
査
不
足
の
た
め
未
詳

（
乙
）
道
教
類

①
分
段『

太
上
洞
玄
霊
宝
元
量
度
人
上
品
妙
経
』p
二
六
O
六
、
『
太
玄
真
一
本
際
経
聖
行
品
巻
第
三
』P
一
二
七
O
、
『
克
上
秘
要
巻
第
二

十
九
』
p

二
六
O
六

②
不
分
段
、
調
査
不
足
の
た
め
未
詳

【
挙
例
】



［
図
版6
］
『
金
光
明
経
』

矯
第
二
王
子
而
説
偏
言

振
動
大
地

及
以
大
海

日
元
精
光

如
有
覆
弊

於
上
虚
空

雨
諸
華
香

必
是
我
弟

捨
妙
愛
身

図
版
6

は
北
貌
皇
輿
五
年
（
四
七
二

と
い
う
紀
年
の
付
さ
れ
た
、
敦
燈
写
本
中
の
紀
年
写
本
と
し
て
は
最
古
の
『
金
光
明
経
』
で
あ
る

が
、
「
備
を
説
い
て
言
う
」
と
し
て
、四
言
の
備
が
四
段
に
分
段
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
釈
道
を
問
わ
ず
、
宗
教
文
献
は

二
段
か
ら
四
段
に
分
け
て
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

今
回
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
仏
教
お
よ
び
道
教
経
典
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
古
写
経
を
は
じ
め
と
し

て

一
般
的
に
宗
教
韻
文
に
つ
い
て
は
分
段
の
傾
向
が
強
い
と
い
う
印
象
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
敦
燈
写
本
に
つ
い
て
も
お
そ
ら
く

一349-

同
様
で
あ
っ
て
、
数
量
こ
そ
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
上
に
示
し
た
ご
と
き
目
賭
の
容
易
な
影
印
資
料
に
現
れ
た
韻
文
が
、
す
べ
て

分
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
一
端
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

き
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
不
分
段
は
敦
燈
に
限
ら
ず
時
空
と
も
に
中
国
古
典
籍
の
最
も
普
遍
的
な
書
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
照
ら
し

て
み
る
と
、
分
段
は
中
国
あ
る
い
は
漢
民
族
の
伝
統
文
化
の
中
に
あ
っ
て
は
異
質
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、

そ
の
源
流
は
漢
民
族
の

伝
統
文
化
以
外
に
求
め
ら
れ
る
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
仏
教
で
あ
り
、
分
段
の
起
源
は
仏
典
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ

こ
の
点
を
も
含
め
て
、
敦
燈
宗
教
写
本
に
お
け
る
韻
文
の
書
写
形
態
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
調
査
を
行

い
欠
を
補
い
た
い
。



む
す
び

最後に、敦煙写本に現れた韻文全般にわたる書写の特徴を表に示し、上の結論ないしは推論をまとめておきたい。
体雑百 体斉言

不分段 分不 詩文
段

世俗

不分段 分不 俗曲
段

世俗

不分段 分段 分 俗曲
段

教刀仁士主, 

分 分段 講
段 日昌

世俗

分段 分段 講日目

教刀主

分段 詩讃

教仏

分 詩讃
段

教道

第
一
に
、
詩
文
類
と
世
俗
類
俗
曲
が
不
分
段
で
等
し
い
と
い
う
特
徴
は
、
両
者
が
近
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
推
定
せ
し
む
る
。
第
二
に
、

-350-

世
俗
類
俗
曲
と
講
唱
が
書
写
形
態
を
異
に
す
る
の
は
、
両
者
に
相
当
の
隔
た
り
が
存
在
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
第
三
に
、
仏
典
な
ど
の

宗
教
文
献
と
講
唱
、
よ
り
厳
密
に
は
詩
讃
系
講
唱
が
き
わ
め
て
顕
著
に
分
段
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
は
、
詩
讃
系
講
唱
は
仏
典
に
源
流
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
少
な
く
と
も
仏
教
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
に
、

分
段
不
分
段
の
分
岐
は
宗
教
類
・
雑

日
体
俗
曲
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
が
こ
れ
は
詩
文
に
象
徴
さ
れ
る
中
国
伝
統
文
化
と
、
仏
典
に
代
表
さ
れ
る
外
来
新
興
文
化
と
の
対
立
お

よ
び
葛
藤
の
き
わ
だ
っ
た
表
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

分
段
不
分
段
と
い
う
書
写
の
特
徴
の
み
に
基
づ
い
た
議
論
は
、

お
の
ず
と
限
界
の
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
如
上
の
推
論
を
如
何
に
検
証
し
て
行
く
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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(1
) 

(2
) 

(3
) 

上
海
古
籍
出
版
社
、
八
七
年
。

黄
永
武
『
敦
煙
的
唐
詩
』
（
洪
範
書
店
、
八
六
年
）
八
頁
、
参
照
。

前
掲
「
歌
辞
総
編
』
一
O
九
九
頁
。
ま
た
『
敦
燈
変
文
集
」
（
人
民
文
学
出
版
社
、
五
七
年
、
以
下
『
変
文
集
』
と
略
称
）
所
収
〔
仏
説
阿
弥

陀
経
講
経
文
〕
四
八
五
頁
、
参
照
。

「
橘
－
」
は
『
歌
辞
総
編
』
の
校
勘
に
従
う
。
『
変
文
集
」
も
同
。

『
歌
辞
総
編
』
五
八
頁
。
潜
重
規
『
敦
燈
雲
謡
集
新
書
』
（
石
門
出
版
公
司
、
七
七
年
）
参
照
。

注
（
3

）
参
照
。

「
変
文
集
』
に
は
〔
元
常
経
講
経
文
〕
と
擬
題
さ
れ
て
収
め
ら
れ
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
そ
の
体
例
と
内
容
に
よ
っ
て
、
本
篇
は
一
種
の

解
座
文
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
白
化
文
「
解
講
和
解
講
辞
」
（
『
俗
文
学
論
』
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
八
七
年
所
収
）
参
照
。

『
変
文
集
』
一O
一
頁
。
金
文
京
「
敦
煙
本
『
王
昭
君
変
文
』
校
注
」
（
『
慶
磨
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
、
第
二
四
号
、
九
二
年
）

参
照
。

い
ま
『
戯
曲
小
説
叢
考
』
（
中
華
書
局
、
五
八
年
）
所
収
。

講
唱
、
戯
曲
な
ど
詩
讃
系
文
学
全
般
に
つ
い
て
は
、
金
文
京
「
詩
讃
系
文
学
試
論
」
（
「
中
国
l

社
会
と
文
化
』
第
七
号
、
九
二
年
）
に
詳
述

さ
れ
て
い
て
啓
発
を
受
け
た
点
が
少
な
く
な
い
。
な
お
、
該
論
考
に
引
か
れ
て
い
る
拙
論
「
敦
健
出
土
写
本
に
現
れ
た
韻
文
の
書
写
形
態
」

は
、
八
八
年
度
日
本
中
国
学
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
際
の
レ
ジ
ュ
メ
の
標
題
で
あ
り
、
発
表
の
題
目
は
「
敦
煙
本
唐
人
選
唐
詩
に

つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。

金
岡
照
光
『
敦
燈
出
土
文
学
文
献
分
類
目
録
附
解
説
』
（
東
洋
文
庫
、
敦
健
文
献
研
究
委
員
会
、
七
一
年
）
、
「
解
説
之
部
・
散
文
体
文
献
・
対

話
体
俗
文
類
」
の
項
（
一
二
七
頁
）
、
お
よ
び
「
同
・
韻
文
体
文
献
・
短
編
歌
詠
類
」
の
項
（
二
二
四
頁
）
等
、
参
照
。

対
象
は
『
敦
燈
書
法
叢
刊
』
（
二
玄
社
、
八
三
年
）
所
収
の
み
で
あ
る
。

(4
) 

(5
) 

(6
) 

(7
) 8 10 9 11 12 
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